技術相談の申込方法
１　正確を期すため、添付の「技術相談申込書」にご記入いただき、①メール②ファックスでお申し込み下さい。
　　【メールアドレス：sangaku@post.jimu.nagoya-u.ac.jp　FAX : 052-788-6146】
２　相談に対応が可能な範囲は下の「技術相談を希望される方へ」をご覧下さい。
	技術相談を希望される方へ
■相談される方へのご注意
1)　主に民間における研究開発に関わる問題で専門的な判断を必要とするものについて相談に対応するものです。
2)　相談内容についての秘密は守ります。
3)　一時的な面談程度の相談は無料ですが、時間や経費を必要とする場合には、他の制度のご利用をおすすめすることがあります。
4)　相談の内容によっては、相談に応じられない場合があります。
5)　相談を受理してから専門の担当教員を紹介するまで２週間程度の期間が必要です。
6)　相談内容を担当教員の了解なく、一方的に公表したり、宣伝、係争の処理、政治的・宗教的な主張のため利用することはおやめ下さい。
■相談に対応するが、他の制度を勧める場合
　問題解決に経費・時間を要する場合　→　適切な教員を紹介しますが、教員と相談者の協議によって、共同研究・受託研究・奨学寄付金など他の制度の利用を検討してください。
例えば、継続的な検討、実験、資料探索、現地調査などを要する相談
■相談に対応できない場合
1)　他機関に相談、依頼する方が適切な場合　→　適切な対応機間が判明する場合は、その紹介をする場合があります。
例えば、
・単純な分析・試験等の依頼
・対応できる教員がいない場合
・対応するための機器類がない場合
2)大学としての対応が困難な場合　→　相談に対応しません
例えば、
・社会通念上問題のある場合
・社会的に評価が分かれる問題
・係争に関わる問題



名古屋大学 技術相談申込書
平成　　年　　月　　日
	申込者
	貴社名
	

	
	部署・役職
	

	
	担当者氏名
	

	
	連絡先
	住所〒

	
	
	TEL 
	FAX 

	
	
	E-Mail 

	
	
	URL http://

	
	相談の目的
(○をつけてください)
	1.新製品・新技術を開発したい　2.製品を改良したい
3.製品・製造等における技術上のトラブルを解決したい
4.その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	相談事項
	相談内容
· 出来るだけ具体的に記入願います。
· 相談内容を記載したものがあり、コピーをいただけたら記入は不要です。
	· 図等がありましたら是非添付下さい

	
	相談分野
(○をつけてください)
	1.エレクトロニクス　2.情報関連　3.材料･機能性物質　4.機械･制御　5.エネルギー関連　6.土木･建築関連　7.農林水産　8.バイオ
9.医学関連　10.生活･環境関連　11.分析
12.その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	希望する形態
(○をつけてください)
	1.技術コンサルティング 2.ノウハウの提供　3.共同研究　
4.特許ライセンス
5.その他(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

	相談を希望する教員
(ありましたらご記入下さい)
	


受付日　平成　　年　　月　　日　　受付番号　　　　　　　
